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認証製品（地場・伝統技術部門） 

たくみ切子／盃  「あじろ」
切子ガラス工芸研究所 たくみ工房 作

大阪製ブランドホームページ随時更新中！

令和元年度の大印工組・各委員会の
運営について討議

〈告知〉

【令和元年度 第１回 支部長会】

・【印刷インキワニス工業会】秋の講演会（9/6）
・【例会運営委員会】組合員例会（9/18）
・【経営合理化委員会】セミナー＆工場見学会（9/27）
・【マーケティング委員会】セミナー（10/31）
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C O N T E N T S

関西営業支社 印刷用紙グループ TEL.06-6363-7184
用紙提供：日本製紙（株）

シルバーダイヤＤＲＹの特徴は、「乾燥性」「耐摩擦性」
「印刷再現性」が高いこと。これら３つのメリットが、
作業効率と顧客満足度を向上させる、プロに喜んで
いただける印刷用紙です。

シルバーダイヤDRY
（塗工紙・104.7g/㎡  A/Y〈57.5〉）（表紙・本文とも）

　
大
印
工
組
で
は
、交
流
サ
ー
ビ
ス

委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
組
合
員
の

皆
様
に
各
行
事
を
通
し
て
、組
合
の

魅
力
と
思
い
出
づ
く
り
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。組
合
員
の
減
少
が
続
く

な
か
、「
覚
悟
」を
決
め
て
委
員
会
メ

ン
バ
ー
と
企
画
内
容
を
充
実
さ
せ
る

べ
く
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
会
社
の
経
営
も
そ
う
で
す
が
、

日
々
、決
断
の
連
続
で
あ
り
、「
覚
悟
」

が
な
い
と
問
題
の
先
送
り
も
続
く
こ

と
に
な
り
、こ
れ
で
は
組
織
は
衰
退
し

て
い
き
ま
す
。「
覚
悟
」が
決
ま
れ
ば

「
考
動
」に
な
り
ま
す
。不
思
議
と
ア

イ
デ
ア
が
湧
き
、周
り
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
も
入
り
ま
す
。後
は
、や
る
か
ら
に

は
楽
し
ま
な
い
と
疲
れ
が
残
る
だ
け

で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。

　
今
の
時
代「
働
き
方
改
革
」で
従

来
の
考
え
方
が
通
用
し
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。「
覚
悟
」を
決
め
て
課
題
に

取
り
組
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
会
社
も
現
場
で
働
く
一
人
ひ
と
り

に
光
を
あ
て
て
、思
い
、悩
み
を
共
有

し
て
い
け
ば
、自
ず
と
解
決
への
道
筋

が
見
い
だ
せ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も「
覚
悟
」と「
考
動
」で

組
合
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
場
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
、組

合
存
続
に
最
も
必
要
な
こ
と
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、私
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
に「
還
暦
」を
迎
え
ま
す
。多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、人
生
を
歩
ん
で

き
た
こ
と
に「
感
謝
」で
す
。こ
れ
か
ら

も「
感
謝
」の
思
い
を
忘
れ
ず
に
、人

生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
次
第

で
す
。

1

今月号の表紙

今月号の用紙

大阪製ブランド〈シリーズ7〉

切子ガラス工芸研究所 たくみ工房／大阪市 作
伝統工芸品の薩摩切子を蘇らせた技を駆使して産み
出された「たくみ切子」。透明なガラスに色ガラスを被せ、
外側のガラスを削って、幽玄で美しいグラデーション
「ぼかし」を創出。仕上げも木盤やコルク盤を用いたこだ
わりの手磨きによって、カット面がより鋭くなり、一段と
輝きを放つ切子に。現代的なデザインにも取り組んで
おり、「あじろ」は縦と横のカットがまるで編み込み模様
のようなモダンな逸品となっています。

記事・取材協力：（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）　
デザイン・制作：（有）ティーズ／校正：富士精版印刷（株）／印刷：国際印刷工業（株）

たくみ切子／盃 「あじろ」
【支部長会】令和元年度の大印工組・各委員会の運営について討議
【大阪印刷関連団体協議会】総会、受章者祝賀会・懇親会 開催
【交流サービス委員会】支部対抗ゴルフ大会
【交流サービス委員会】プロ野球観戦の集い
【広報委員会】初夏の女子会
【印刷インキワニス工業会】秋の講演会（9/6）のご案内
【近畿地区印刷協議会】令和元年度総会 開催
【委員会レポート】
【マーケティング委員会】セミナー（10/31） 速報
【人材人財】ウチのイチ押し君
【DNA（大青協ネクストアドバンス）】
【支部だより】
【経営合理化委員会】セミナー＆工場見学会（9/27） 告知
【SEMINAR】D.D.S.S.
【あなたのランチ＆お弁当拝見】
【PRI・O グルメレポート】
【好きこそモノの上手なれ 〈趣味人日記〉】
【連 載】知ってはりまっか大阪
【技術情報】（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）
【例会運営委員会】組合員例会（9/18） 告知

2
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34

「
覚
悟
」と「
考
動
」と

「
感
謝
」
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１
．【技
術
革
新
時
代
の
経
営
バ
ラ
ン
ス
感

　

 

覚
と
は
、印
刷
業
界
の
成
長
戦
略
】

〈
大
阪
市
立
大
学
山
田
仁
一
郎
教
授
〉

　
冒
頭
、事
務
局
長
中
尾
よ
り
山
田
教

授
の
紹
介
が
あ
り
、講
演
会
に
入
っ
た
。

講
師
の
山
田
教
授
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
協

力
へ
の
お
礼
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的

（
標
）・分
類・傾
向
な
ど
一
定
の
分
析
結

果
に
つ
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
印
刷
業

界
と
の
現
状
比
較
な
ど
、資
料
と
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
っ
て
説
明
が
あ
っ
た
。今

後
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
進
化
さ
せ

母
集
団
を
増
や
し
、よ
り
効
果
的
で
結

果
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
目
に
見
え
、回
答

者
に
あ
る
程
度
の
有
益
な
情
報
を
与
え

る
こ
と
の
で
き
る
サ
イ
ト
を
構
築
中
で
、

完
成
す
れ
ば
東
京
と
大
阪
で
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
の
こ
と
で
ア
ン
ケ
ー
ト

への
協
力
を
お
願
い
さ
れ
た
。

　
　
　
　

２
．【
討
議・確
認
／
報
告・依
頼
事
項
】

　

理
事
長
挨
拶
に
て
、目
ま
ぐ
る
し
く

変
革
し
て
い
く
業
界
環
境
の
な
か
で
自

社
の
発
展
に
も
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る

た
め
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
決
し
て
無
駄
に
は
な

ら
な
い
の
で
、各
委
員
の
積
極
的
な
協

力
を
依
頼
さ
れ
た
。

⑴
組
合
員
数
及
び
就
業
員
数
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
令
和
元
年
６
月
１３
日

現
在
の
組
合
員
数
及
び
就
業
員
数
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

⑵
今
年
度
の
大
印
工
組
運
営
に
つ
い
て

　

作
道
理
事
長
よ
り
基
本
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
確
認（
前
年
度
よ
り
継
続
）、情
報
伝

達
に
つ
い
て
は
複
数
の
手
段
に
よって
情

報
が
行
き
わ
た
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
所

で
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。共
済
事

業
の
メ
リ
ッ
ト
、優
待
制
度
、Adobe

、

イ
ー
ア
イ
デ
ム
、ク
ラ
ウ
ド
等
、メ
リ
ッ
ト

の
説
明
、特
にA

dobe

の
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
の
で
加
入
を
広
め
て
い
く
こ
と
、

G
P

、JPPS

等
認
定
制
度
も
活
用
を
、

大
印
工
組
と
し
て
は
経
営
者
保
険
、

ETC

、自
動
販
売
機
な
ど
も
ご
利
用
い

た
だ
く
よ
う
述
べら
れ
た
。

　

事
務
局
よ
りhappy

industry

の

バッ
チ
に
つ
い
て
配
布
を
お
願
い
し
た
。

⑶
今
年
度
の
各
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

①
経
営
合
理
化
委
員
会
／
東
條
副
理

事
長
よ
り
、令
和
元
年
度
の
工
場・会

令
和
元
年
度
の
大
印
工
組・各
委
員
会
の

運
営
に
つ
い
て
討
議

日　
時
／
６
月
１４
日（
金
） 

午
後
４
時
〜
午
後
７
時
１０
分

場　
所
／
大
阪
印
刷
会
館 

４
階
大
会
議
室

出
席
者
／
理
事
長
、副
理
事
長
6
名
、常
務
理
事
7
名

           （
4
名
欠
席
）、支
部
長
10
名（
3
名
欠
席
）、

           

副
支
部
長
6
名
、事
務
局
2
名

社
見
学
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
各

支
部
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
と
述
べら
れ
た
。

②
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
／
浦
久
保

副
理
事
長
よ
り
、事
業
承
継
ア
ン
ケ
ー

ト
の
報
告
を
受
け
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
予

定
で
あ
る
こ
と
、M
U
D
コ
ン
ペ
に
つ
い

て
7
月
1
日
か
ら
の
作
品
募
集
に
向
け

準
備
中
で
あ
る
こ
と
、特
に
参
加
が
少

な
く
組
合
員
に
還
元
が
で
き
て
い
な
い

状
況
を
改
善
し
コ
ン
ペ
の
見
直
し
を

図
って
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
報
告

さ
れ
た
。

③
組
織
活
性
委
員
会
／
川
畑
委
員
長

よ
り
、令
和
元
年
度
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
さ
ら
に
発
展
的
に
会
社
別
の
訪
問

を
予
定
し
て
い
る
の
で
各
支
部
長
に
協

力（
選
定・ア
ポ
イ
ン
ト
）の
依
頼
が
あ
っ

た
。組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
修
正

版
の
作
成
、新
た
に
増
強
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。新

入
組
合
員
の
プ
リ
オ
記
事
依
頼
に
つ
い

て
各
支
部
長
に
協
力
依
頼
さ
れ
た
。

④
交
流
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
／
山
崎
副

理
事
長
よ
り
、10
月
の
関
西
空
港
見
学

ツ
ア
ー・食
事
会
を
計
画
し
て
い
る
の
で

奮
って
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
述
べ
ら

れ
た
。ま
た
、10
月
10
日
の
印
刷
産
業

人
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
に
つ
い
て
、お
よ
び
、

来
年
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、労
務
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
予
定
と
し
内
容
に
つ
い
て

は
追
って
案
内
を
す
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ

参
加
の
依
頼
を
さ
れ
た
。

⑤
例
会
運
営
委
員
会
／
家
田
委
員
長

よ
り
、「
例
会
の
過
去
６
回
の
各
支
部

参
加
状
況
に
つ
い
て
」を
参
照
に
本
年

度
の
取
り
組
み
と
し
て
の
参
加
者
目
標

数
値
を
ど
の
よ
う
に
上
げ
て
い
く
か
と

の
課
題
を
あ
げ
ら
れ
た
。各
委
員
か
ら

意
見
を
求
め
ら
れ
、今
後
第
１
回
の
例

会（
９
月
１８
日
）の
内
容
を
検
討
し
実

施
し
た
い
と
述
べら
た
。

⑥
広
報
委
員
会
／
木
原
委
員
長
よ
り
、

プ
リ
オ
原
稿
の
協
力
と
企
画
関
係
の

充
実
に
触
れ
ら
れ
、女
子
会
の
状
況
、７

月
２５
日
の
天
神
祭
花
火
大
会
な
ど
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
参
加
い
た

だ
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
委
員
会
に
つ
い
て
は
鈴
木
委

員
を
中
心
に
全
印
工
連
と
の
関
連
で
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

な
ど
プ
リ
オ
掲
載
等
逐
次
報
告
し
た
い

と
述
べ
ら
れ
た
。例
会
２
回
目（
３
月
）

happy
industry

の
発
表（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
関
連
）を
計
画
し
て
い
る
と
述
べ

ら
れ
た
。

⑦
大
青
協
／
浦
久
保
副
理
事
長
よ
り
、

本
年
度
事
業
と
し
て
８
月
に
支
部
二
世

会
の
合
同
イ
ベン
ト
、９
月
に
３
団
体
合

同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、全
青
協
近
畿
ブ
ロッ

ク
協
議
会
を
京
都
で
、年
明
け
にKick 

off
C
onvention

、２
月
に
プ
リ
ン
ト

ネ
ク
ス
ト
２
０
２
０（
秋
田
）と
なって
い

る
の
で
参
加
の
依
頼
を
さ
れ
た
。

⑷
支
部
長
の
職
務
に
つ
い
て

　

岡
本
副
理
事
長
よ
り
支
部
長
の
職

務
に
つ
い
て
資
料
の
記
載
事
項
に
つ
い
て

目
的・意
義
等
に
つ
い
て
各
支
部
長
へ
再

度
の
確
認
を
さ
れ
た
。

⑸
組
合
員
増
強
に
つ
い
て

　

岡
本
副
理
事
長
よ
り
資
料
を
も
と

に
組
合
員
数
減
少
の
状
況
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
、増
え
て
い
る
支
部
長
への
成
功

事
例
を
問
い
か
け
ら
れ
た
。情
報
交
換

会
を
開
催
し
非
組
合
員
の
参
加
を
図

り
後
日
、興
味
を
も
た
れ
た
参
加
者
へ

声
掛
け
を
し
て
勧
誘
し
た
。（
４
０
社
に

声
掛
け
３
０
社
参
加
）４
社
加
入
に

至
っ
た
。な
ど
各
委
員
か
ら
の
取
組
み

事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

⑹
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
表（
支
部
長
の
み
）

　
に
つ
い
て

　

理
事
長
よ
り
メ
リ
ッ
ト
表
の
見
方

（
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
）に
つ
い
て
お
さ
ら
い

が
あ
っ
た
。手
元
に
カ
ラ
ー
版
が
な
い
の

で
カ
ラ
ー
版
で
は
網
掛
け
が
ベ
ー
ジュ
色

は
メ
リ
ッ
ト
の
出
て
い
る
と
こ
ろ
、ブ

大印工組 令和元年度 第1回 支部長会
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協議会レポートINFORMATION

「令和元年度 通常総会」と
「受章者祝賀会・懇親会」を開催

大阪印刷関連団体協議会

大阪印刷関連団体協議会
坂本副会長

溝口理事大阪印刷関連団体協議会
作道会長

大阪印刷関連団体協議会
岡副会長

山崎会計監査

技能コンクール大会受賞者叙勲褒章の皆様

　大阪印刷関連団体協議会（作道孝行会
長）は６月２５日（火）午後４時３０分から都島
区の太閤園で「令和元年度通常総会」と「受
章者祝賀会・懇親会」を開催し約４０名が参
加した。
【通常総会】
　最初に作道会長より開会の挨拶の後、議
長となり議案審議に移った。事務局が大阪
印刷関連団体協議会の第１号議案（平成３０
年度事業報告書および決算報告並びに剰
余金処分案承認の件）、同じく第２号議案
（令和元年度事業計画案および収支予算
案並びに経費の賦課徴収方法承認の件）、
同じく第３号議案（役員変更承認の件）、高
野山印刷産業人納骨塔奉讃会の第４号議
案（平成30年度決算報告並びに剰余金処

分案承認の件）、同じく第５号議案（令和元
年度収支予算案承認の件）、同じく第６号議
案（執行役員変更承認の件）を説明し、出席
者全員異議なく承認された。
　引き続き、６月８日に開催された「奈良
ウォーキングハイキングイベント」について
は溝口理事（関西フォーム印刷工業会会
長）より、６月２１日に開催された「組合員工
場見学会」について坂本副会長（近畿印刷
産業機材協同組合理事長）より報告が行わ
れた。
【受章者祝賀会・懇親会】
　午後５時１０分からは受章者祝賀会・懇親
会に移り、作道会長の就任挨拶があり、令
和初の叙勲褒章として、今春、「旭日双光章」
を受章された南貴夫氏（㈱ケーエスアイ代
表取締役会長・大阪府印刷工業組合元理
事長）、加貫順三氏（㈱加貫ローラ製作所会
長・近畿印刷産業機材協同組合元理事長）、
並びに「藍綬褒章」を受章された山本耕司

氏（やまかつ㈱代表取締役・大阪府グラ
フィックサービス協同組合元理事長）の3名
が受章者として紹介され、作道会長から記
念品を添えて顕彰状が贈られた。
　引き続き、来賓として大阪府商工労働部
中小企業支援室ものづくり支援課の竹田
課長と大阪府中小企業団体中央会の横田
事務局長が祝辞を述べられた。次に、平成
31年２月２３日に開催された「技能コンクー
ル大会」での大阪府知事表彰２名、大阪市
長表彰２名の計４名の方の賞状授与が行わ
れた。
　その後、岡副会長（大阪府グラフィック
サービス協同組合理事長）が乾杯の音頭を
とって開宴。和やかな雰囲気のもとで技能
コンクール大会で受賞された４氏を祝い懇
親を深めた後、午後７時３０分に坂本副会長
が中締めの挨拶を行ってお開きとなった。

（報告：大印工組事務局）
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大印工組 令和元年度 第1回 支部長会

⑷
支
部
長
の
職
務
に
つ
い
て

　
岡
本
副
理
事
長
よ
り
、支
部
長
の
職

務
に
つ
い
て
資
料
の
記
載
事
項
に
あ
る

目
的・意
義
等
に
関
し
て
各
支
部
長
へ

再
度
の
確
認
を
さ
れ
た
。

⑸
組
合
員
増
強
に
つ
い
て

　

岡
本
副
理
事
長
よ
り
、資
料
を
も
と

に
組
合
員
数
減
少
の
状
況
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
、増
え
て
い
る
支
部
長
への
成
功

事
例
を
問
い
か
け
ら
れ
た
。情
報
交
換

会
を
開
催
し
非
組
合
員
の
参
加
を
図

り
後
日
、興
味
を
も
た
れ
た
参
加
者
へ

声
掛
け
を
し
て
勧
誘
し
た
。４０
社
に
声

を
掛
け
３０
社
参
加
し
、４
社
が
加
入
に

至
っ
た
、な
ど
各
委
員
か
ら
の
取
り
組
み

事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

⑹
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
表（
支
部
長
の
み
）

　
に
つ
い
て

　

理
事
長
よ
り
、メ
リ
ッ
ト
表
の
見
方

（
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
）に
つ
い
て
お
さ
ら
い

が
あ
っ
た
。手
元
に
カ
ラ
ー
版
が
な
い
が

カ
ラ
ー
版
で
は
網
掛
け
が
ベ
ー
ジュ
色
は

メ
リ
ッ
ト
の
出
て
い
る
と
こ
ろ
、ブ
ル
ー

は
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
い
る
が
組
合
費
を

上
回
る
に
至
って
い
な
い
、白
は
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
と
な
って
い

る
。個
別
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

表
も
あ
る
の
で
事
務
局
へ
申
し
出
て
も

ら
え
れ
ば
と
述
べ
ら
れ
た
。そ
れ
ぞ
れ
の

表
は
会
社
の
個
別
情
報
な
の
で
取
り
扱

い
に
注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
さ

れ
た
。

　

続
い
て
組
織
活
性
委
員
会
副
委
員

長
の
発
言
と
各
支
部（
副
）支
部
長
へ
意

見
等
発
言
を
求
め
ら
れ
た
。副
委
員
長

か
ら
は
抱
負
を
、各
支
部（
副
）支
部
長
よ

り
は
現
状
と
課
題（
支
部
の
活
性
化
等
）

への
対
応
につ
い
て
、事
務
局
へ
例
会
の
参

加
状
況
を
１
週
間
単
位
で
も
送
って
い

た
だ
け
れ
ば
声
掛
け
が
行
え
る
の
で
ぜ

ひ
お
願
い
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

⑺
令
和
元
年
度
年
間
会
議・行
事
予

　
定
に
つ
い
て

　

岡
本
副
理
事
長
よ
り
、ご
覧
い
た
だ

く
よ
う
に
述
べら
れ
た
。　　
　
　

　
以
上
で
終
了
し
た
。

（
報
告
／
大
印
工
組
事
務
局
）
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6
月
５
日（
水
）、組
合
員
の
交
流

お
よ
び
活
性
化
を
目
的
と
し
た
大
阪

府
印
刷
工
業
組
合
支
部
対
抗
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
で

26
回
目
を
迎
え
る
本
大
会
は
、昨
年

に
引
き
続
き
、株
式
会
社
ケ
ー
エ
ス
ア

イ
南
会
長
の
お
世
話
に
よ
り
、聖
丘

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
中
、東
コ
ー
ス

で
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。天
候

は
、前
日
の
予
報
で
は
雨
で
、当
日
は

ス
タ
ー
ト
時
間
に
は
曇
り
の
状
態
で

し
た
が
、午
後
か
ら
の
ハ
ー
フ
は
天
気

に
恵
ま
れ
た
も
の
の
暑
さ
に
負
け
成

績
が
芳
し
く
な
かっ
た
方
が
多
かっ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、8
支
部
13
組
、48
名
の
参

加
で
、昨
年
よ
り
2
組
5
名
が
増
え

ま
し
た
。こ
の
支
部
対
抗
戦
は
ダ
ブ
ル

ぺ
リ
ア
方
式
に
て
、個
人
戦
は
そ
れ
ぞ

れ
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
で
、チ
ー
ム
対
抗
戦

は
各
チ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
上
位
3
名

の
合
計
で
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

他
の
大
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、表

彰
式
並
び
に
懇
親
会
は
17
時
よ
り
、

山
形
委
員
長
の
司
会
で
行
わ
れ
ま
し

た
。最
初
に
、作
道
理
事
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、個
人
戦
、団

体
戦
の
順
位
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、個
人
戦
優
勝
者
ス
ピ
ー

チ
、団
体
戦
優
勝
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し

て
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
山
崎
副
理
事
長
の
締
め
の

挨
拶
に
よ
り
、17
時
55
分
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

 （
報
告
／
大
印
工
組
事
務
局
）

支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

聖
丘
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

13
組
、48
名
が
激
戦
を
展
開
！

第
26
回

交流サービス委員会

団体優勝 北支部Ａチーム（左から古門久数氏、川畑氏、清水氏、古門昇氏）

準優勝 古門昇氏（右） 3位 空井健浩氏（左）

個人優勝 川畑利之氏（右）と山崎副理事長

4位 森本英植氏 5位 小野泰弘氏 作道理事長挨拶

東和支部チーム東支部チーム天親支部チーム

団体5位 生栄支部チーム団体4位 南親支部Ｂチーム

団体準優勝 北親支部Ａチーム 団体3位 南親支部Ａチーム八尾南支部チーム北親支部C チーム 北支部Ｂチーム北親支部Ｂチーム

南親支部Cチーム

練習・雑談風景 聖丘カントリー倶楽部 

★個人順位（上位１０位・敬省略）
１位　川畑　利之　相互ビジネスフォーム㈱
２位　古門　　昇　国際印刷工業㈱
３位　空井　健浩　空井印刷㈱
４位　森本　英植　富士精版印刷㈱
５位　小野　泰弘　㈱研文社
６位　若林　大我　㈱ユニオン紙器
７位　岩倉　大介　岩倉印刷紙業㈱
８位　井本　友則　デュプロ㈱
９位　五十嵐貴俊　伸光洋紙㈱
１０位　藤井　靖之　旭紙工㈱

ＮＥＴ
68.6
70.4
70.8
71.6
72.0
72.0
72.2
72.4
72.4
72.8

★団体順位（上位3位・敬省略）
１位　北Ａ　（清水、古門久、古門昇、川畑）
２位　北親Ａ（森本、藤井、鎌田、小野）
３位　南親Ａ（井本、大江、北村、若林）

ＮＥＴ
211.8
216.4
219.4

個
人
戦
１
，２
フ
ィ
ニッ
シ
ュ
、

　
　

   

そ
し
て
悲
願
の
団
体
戦
優
勝

優
勝
者
レ
ポ
ー
ト

相
互
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
㈱ 

川
畑
利
之

　
北
支
部
長
の
相
互
ビ
ジ
ネ
ス
フォ
ー

ム
㈱
の
川
畑
で
す
。今
回
の
支
部
対

抗
ゴ
ル
フ
大
会
で
個
人
戦
優
勝
、そ

し
て
団
体
戦
で
北
支
部
団
体
優
勝
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。非
常
に

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、う
れ
し
い
限
り

で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
個
人
戦
、ス
コ
ア
と
し
て
は
不
甲
斐

な
い
ス
コ
ア
で
し
た
が
、２
つ
の
バ
ー

デ
ィ
が
隠
し
ホ
ー
ル
か
ら
外
れ
、４

オ
ー
バ
ー
と
大
叩
き
し
た
２
ホ
ー
ル

及
び
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー
の
ホ
ー
ル
が
隠

し
ホ
ー
ル
に
入
り
、そ
の
結
果
H
C
が

20・4
と
い
う
ハ
ン
デ
に
恵
ま
れ
て
の

優
勝
で
し
た
。団
体
戦
優
勝
の
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
て
、個
人
戦
は
あ
ま

り
考
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
、い
い
意

味
で
想
定
外
で
あ
り
、名
前
を
呼
ば

れ
た
時
は
非
常
に
驚
き
、山
形
委
員

長
が
間
違
って
い
る
の
か
な
と
思
っ
た

ほ
ど
で
す
。し
か
し
、40
人
を
超
え
る

コ
ン
ペで
の
優
勝
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
し
か
し
、そ
れ
以
上
に
う
れ
し
い
の

が
団
体
戦
優
勝
で
す
。ず
っ
と
優
勝

を
目
指
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
つ
も
北
親
支
部
や
南
親
支
部
に
阻

ま
れ
て
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し

た
。メ
ン
バ
ー
的
に
は
十
分
に
優
勝
を

狙
え
る
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、今
回
優
勝

で
き
な
け
れ
ば
メ
ン
バ
ー
構
成
を
変

え
る
し
か
な
い
か
な
と
話
し
て
い
ま
し

た
。絶
対
に
優
勝
し
た
い
と
い
う
私
の

わ
が
ま
ま
を
聞
い
て
く
れ
て
、忙
し
い

中
、老
体
に
鞭
打
って
？
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
か
ね
こ
写
真
製
版
の
清
水

社
長
、兄
弟
で
参
加
し
て
く
れ
た
国
際

印
刷
工
業
の
古
門
久
数
社
長
、古
門

昇
常
務
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。和
気
あ
い
あ
い
と
と
て
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
プ
レ
ー
で
き
ま
し

た
。こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
ラ
ウ
ン
ド
は
と

て
も
楽
し
く
、こ
れ
が
一
番
の
優
勝
の

要
因
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

非
常
に
蒸
し
暑
く
、30
度
を
超
え

る
天
候
の
中
、ハ
ー
フ
3
時
間
と
非
常

に
過
酷
な
ラ
ウ
ン
ド
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、最
後
は
と
て
も
気
持
ち
よ
く

帰
路
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
コ
ー
ス
を
お
世
話
い
た
だ

い
た
南
会
長
、設
営
い
た
だ
い
た
交

流
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の
皆
様
、本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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6
月
1５
日（
土
）18
時
よ
り
大
印
工
組

交
流
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
主
催
の
プ
ロ
野
球

観
戦
の
集
い「
オ
リ
ッ
ク
ス
V
S
阪
神
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雨
の
中
、み
な
さ
ん
傘
を
さ
し
て
来
て

い
ま
し
た
。入
場
券
を
渡
し
た
後
、す
ぐ

売
店
に
行
き
１
杯
無
料
の
ビ
ー
ル
券
で
交

換
し
た
ビ
ー
ル
を
片
手
に
指
定
席
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。１
列
１０
人
、５
列
目
ま
で
が

大
印
工
組
の
場
所
で
す
。１８
時
ま
で
に
５０

人
全
員
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。食
料
品
も
み

な
さ
ん
持
ち
込
ん
で
、さっ
そ
く
飲
ん
で
食

べて
い
ま
し
た
。さ
す
が
関
西
人
！
試
合

前
か
ら
お
祭
り
気
分
で
す
。

　

試
合
の
方
は
１
回
裏
に
エ
ラ
ー
と
ヒ
ッ

ト
で
オ
リ
ッ
ク
ス
が
先
制
し
ま
し
た
。３
回

ま
で
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
の
阪
神
は
、４
回
表
ラ
ン

ナ
ー
２
塁
か
ら
糸
井
が
タ
イ
ム
リ
ー
を
打

ち
同
点
。横
の
人
と
握
手
を
交
わ
し
て
盛

交流サービス委員会主催

り
上
が
り
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
お
酒
も
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
６
回
表
ラ
ン
ナ
ー
２
塁
か
ら
４
番
大
山

が
レ
フ
ト
へ
タ
イ
ム
リ
ー
を
打
ち
お
祭
り

騒
ぎ
で
、ま
る
で
甲
子
園
球
場
の
よ
う
に

六
甲
お
ろ
し
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。オ
１・

神
２
で
逆
転
し
、み
な
さ
ん
ト
イ
レ
に
駆

け
込
み
ま
し
た
が
長
蛇
の
列
で
し
た
。

　
９
回
裏
ま
で
き
ま
し
た
。勝
ち
パ
タ
ー

ン
で
ド
リ
ス
が
出
て
き
て
安
心
と
思
っ
た

と
た
ん
、ノ
ー
ア
ウ
ト
１
塁
か
ら
ド
リ
ス
の

暴
投
で
２・３
塁
、１
ア
ウ
ト
は
取
り
ま
し

た
が
、吉
田
に
セ
ン
タ
ー
前
同
点
タ
イ
ム

リ
ー
を
打
た
れ
ま
し
た
。吉
田
が
盗
塁
し

た
の
ち
、４
番
ロ
メ
ロ
の
レ
フ
トへの
犠
牲
フ

ラ
イ
で
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
、万
事
休
す
！

　

阪
神
の
エ
ラ
ー
が
目
立
っ
た
試
合
で
し

た
。もっ
と
点
が
欲
し
かっ
た
で
す
ね
。

　
雨
の
中
、参
加
し
て
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プロ野球観戦の集い
「オリックスVS阪神」

開催：令和元年6月1５日（土） 18時～  京セラドーム大阪
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カヴォー・ド・シャサーニュ 大阪市中央区南本町1-4-6 アーカス南本町1F

今回女子会に初めて参加させていただき、とても有意義な時間を過ごせたと思います。

印刷の中でも、今注目の活版印刷を体験し、色 な々デザイナーさんのセンス溢れる可愛い雑貨に触れ、

こんなに昔からある印刷なのに、とても新しいモノのように感じました。

版は金属板と樹脂板の腐食版で、大きな印刷物から活字の小さな印刷物まで

印刷でき量産には不向きですが、デザイン次第では素敵な雑貨がうまれます。

小ロットならではの、温かみのある雑貨は、プレゼントにgood!!

私が勤める会社で今力を入れご紹介させていただいている印刷は、箔を使ったキラキラした

派手なモノなので、活版印刷の温もりのある印刷とのギャップを私は体験できてよかったです。

モノづくりの楽しさ、もっともっと体験して、たくさんの人に広めたいと思います。

印刷業界は女性が少ないですが、みんなで活気ある業界にしていきたいと思います。

あと、お食事会もメンバーの方がみなさん気さくで、おいしい料理においしいお酒、

それと楽しいお話ができて、今後も参加させていただきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有）サンクラール  鎌田 香苗

6月15日［土］2019年

西日本最大級の活版印刷の祭典 
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広報委員会主催

『初夏の女子会』
活版ＷＥＳＴ体験レポート
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協議会レポートINFORMATION

　近畿地区印刷協議会（東條秀樹会長）は
６月２８日(金)午後１時から令和元年度総会
を開催し、近畿７府県の印刷工業組合役員
ら６１名が会場の和歌山市「ホテルグラン
ヴィア和歌山」に集まり、業界が抱える課題
や問題について協議・情報交換を行った。
　大印工組中尾雄治事務局長の司会で開
会し、和歌山工組の山添順裕理事長、近畿
地区印刷協議会東條秀樹会長から挨拶が
あった。次いで慣例により開催工組である
山添理事長を議長に選出し、第１号議案か
ら第３号議案について協議を行った結果、
出席者全員異議なく承認された。なお、令
和元年度の例会は大印工組、令和２年度の

総会は京都工組と決定した。
　議事終了後、まず全印工連 臼田真人会
長より挨拶があり、続いて全印工連事業推
進についての説明に移った。前段は全印工
連 小野綾子常務理事より全印工連ダイ
バーシティ推進委員会の活動として「幸せ
な働き方改革」、今回は「Step3 業務革新」
に関する説明が行われた。次に全印工連
長島文雄事務局次長より、①全印工連令和
元年度事業計画②第２回用紙動向調査の
集計結果③印刷営業講座・印刷営業技能
審査認定制度④全印工連ライセンスプロ
グラム事業（本年11月末で全契約が終了・
更新となる）について説明が行われた。③印
刷営業講座と④全印工連ライセンスプロ
グラムについては、このほど制作されたＰＲ
動画が上映された。また１０月に全印工連
フォーラムが大阪で開催されることも併せ

て報告された。
　午後２時５０分からは理事長会と、①経営
革新・マーケティング②環境・労務③組織
共済④教育研修⑤官公需対策の５分科会
に分かれて討議が行われた。午後４時３０分
から再び本会場にもどり、理事長会と５分
科会の報告及び全印工連ＣＳＲ推進委員会
の報告、全青協渡辺貞城副議長より９月
開催の全青協近畿ブロック協議会への参
加の依頼があった。この後、和歌山工組清
水雅司副理事長の司会による懇親会に移
り、和歌山工組白子欽也専務理事より挨
拶、全印工連土屋勝則常務理事の乾杯の
発声で懇親会に移り、情報交換を行った。
　午後６時５０分、次回開催工組の大印工
組 作道孝行理事長が中締めの挨拶を行
い、全日程を終了し散会となった。

（報告：大印工組事務局）

近畿地区印刷協議会
令和元年度 総会を
和歌山市で開催

和歌山工組 山添理事長 近畿地区印刷協議会 東條会長 全印工連 臼田会長

和歌山工組 白子専務理事 全印工連 土屋常務理事 大印工組 作道理事長 分科会風景

全体会議会場風景ホテルグランヴィア和歌山

全印工連 長島事務局次長 和歌山工組 清水副理事長全印工連 小野常務理事

　　　1） 10：00～11：10 「印刷業界の現状からみる動向と課題」
　　　　 　 公益社団法人 日本印刷技術協会 大沢 昭博
　　　2） 11：25～12：35 「バイオマスの活用意義とバイオマスを活用した製品の最新動向」
　　　　 　 一般社団法人 日本有機資源協会 菅原 良
　　　  －12：35～13：50 昼食 －
　　　3） 13：50～15：00 「ＧＨＳ国連文書に基づくＪＩＳ規格の改正のポイント（JIS Z 7252及びZ 7253）」
　　　　 　 テクノヒル株式会社 鈴木 一行
　　　4） 15：15～16：25 「食品包材用材料のＧＭＰについて」（PL化が進む中でのGMPの方向性）
　　　　 　 ＳＧＳジャパン株式会社 中村 真也

謹啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、印刷インキワニス工業会技術委員会では毎年９月に秋の講演会を開催しており、今回は印刷業界
の現状と課題・環境保全の重要キーワード=バイオマス・ＪＩＳ規格改正ポイント及び食品衛生法改正に
伴いＰＬ化が進む中、包材に関するＧＭＰの方向性等、多岐にわたる内容で講演して頂きます。 
日頃の印刷インキに関する製造や研究、販売にとって広範な知識を得る良い機会になると存じます。
職種を問わず是非、社内教育の一環としてもご活用頂き、多数の方々にご参加頂きます様、お願い申
し上げます。尚、今講演会より会場が替わります。ご留意・ご了承下さい。　　　　　　　　　敬具

５,０００円 (テキスト、消費税含) 令和元年８月３０日(金）までに下記にお振込みください。
三菱UFJ銀行 船場支店 普通No.１６７１３６ 名義：印刷インキワニス工業会
※振込手数料は振込人にてご負担いただきますようお願いいたします。（会社名・申込者記載）

「印刷業界の現状からみる動向と課題」ほか
秋の講演会のご案内

大阪印刷関連団体協議会 インフォメーション

令和元年9月6日［金］
マイドーム大阪8F 第３会議室

主催：印刷インキワニス工業会 技術委員会

受付9：3０～
10：００～16：25

大阪市中央区本町橋２番５号
TEL.06-6947-4321

Osaka Metro：堺筋線 堺筋本町駅下車。12号出口より徒歩6分。
中央線 同駅下車。1号出口より徒歩6分。大阪商工会議所 北隣。

受 講 料

６０名定　員

令和元年８月２３日（金）（定員になり次第締め切らせていただきます）申込締切

印刷インキワニス工業会 〒541-0056 大阪市中央区久太郎町１-８-９
TEL.06-6262-5548　FAX.06-6261-3625　E-mail : inkwanis@guitar.ocn.ne.jp

申 込 先

＊上記スケジュール（講師、内容、時間）は予告なく変更の可能性があることをご了承ください。
＊喫煙場所は１Ｆ西側（屋外）に１ヶ所あります。混雑が予想され喫煙される方は念の為、携帯灰皿を
　持参頂き、喫煙場所での喫煙をお願い致します。

演題・講師：（役職・敬称省略）
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委員会レポートINFORMATION委員会レポートINFORMATION

令和元年度
第3回 例会運営委員会
議事録（一部抜粋）

日　時：６月１８日（火） １８時～19時55分
場　所：大阪印刷会館 3階会議室
出席者：家田委員長、他10名（欠席者4名）

１．開会の挨拶
　家田委員長より開会の挨拶がありその
後、議案審議に入った。

2．報告事項
（１）第２回例会運営委員会議事録（R1.5.20）
　山本副委員長より議事録を基に前回の
協議事項の説明があった。
（２）全印工連フォーラム懇親会イベントに
ついて
　10月4日（金）18時～20時にホテル日航
大阪で開催の全印工連フォーラムについ
ては、作道理事長、松本副理事長及び家田
委員長に一任することとなった。

3．討議事項
（１）第１回組合員例会について（9月18日
（水）開催）
　協議に入る前に、「平成29・30年度組合

員例会の支部参加者数と個別の参加者リ
スト」の資料をお目通しいただいた。家田委
員長より「参加者の半分以上は、組合事業
に何らかの役員・委員に携わっているとい
う結果となった。補助金を出している支部
の参加率は若干高い傾向にある。この表を
基に支部長や例会委員が主体となって過
去に参加実績のない組合員の参加促進を
図っていただきたい」と述べた。
　引き続き、家田委員長より6月11日の常
任役員会にて第１回組合員例会の事業検
討シートを上程した結果報告があった。「役
員より企画内容があまりにも堅苦しいテー
マだと支部員を誘いづらいとの意見があ
り、アルコールブレストについては、反対意
見はなかったので、後は当日どういう企画
をしながら運営をするかだと思う」と述べ
た。各委員に意見を求めたところ、「気楽に
参加できるのが一番いい、例会がするビア
パーティーでいいのでは、座席は支部単位
で固まるのではなく、色んな支部の組合員
同士で着席する。特に企画やイベントは不
要で、難しく考えず、単純に知らない組合員
同士の交流こそ、それが今回開催する意味
があり、効果があるのでは」等さまざまな意
見がでた。その後、開催場所について、会場
候補を数社に絞った。後は日程、時間、予算、
人数規模が合致するか各委員でホテルと交

渉することになった。交渉結果については速
やかに家田委員長に伝えることとなった。
（２）5/17総代会後の講演会・情報交換会報
告書について
　7月3日の常任役員会にて提出する報告
書について協議。講演会については、質疑
応答や司会者との簡単なやりとりがあって
もよかった。情報交換会については、特に
来賓の誘導は一人の委員が来賓テーブル
の場所までお連れする、また料理のアテン
ドについては、来賓の方が並ばなくてもい
いように来賓テーブルにはコンパニオンを
付けるなど配慮する、などの文言が追加さ
れた。

4．その他
（１）今後のスケジュールについて
（２）広報誌PRI・O原稿締切日について　
　９月１８日組合員例会内容記事（記事1ペー
ジ）→８月号掲載（原稿締切6/27）

　以上で議事は終了し、19時55分に閉会
となった。

（次回日程）
日時：7月17日（水）18時～/8月7日（水）18時～
場所：未定

 （報告：大印工組事務局）

令和元年度
第1回 組織活性委員会
議事録（一部抜粋）

日　時：５月３０（木） １８時～18時45分
場　所：大阪印刷会館
出席者：岡本副理事長、川畑委員長、
　　　 他１４名（欠席者５名）

１．献血運動について
　大阪府赤十字血液センターの玉川主事
より担当者の変更に伴う挨拶と令和元年
度の献血事業についても引き続き協力依
頼があった。

２．委員長挨拶

３．報告事項
（1）平成３０年度組合員数及び実施事業報
告について
　事務局より資料に基づき説明があった。
その後、川畑委員長より「加入より脱退が
かなり増えている状況が続いているので、
各委員におかれても新規組合員の加入に
ついてご協力いただきたい」と述べられた。
（２）平成３０年度事業実施報告について　
　川畑委員長より各項目の説明が行われ、
特にタウンミーティングを中心とした活動
によりAdobe、クラウド、共済の成果にも繋
がりつつあることを説明された。次に共助
会の地震・台風の自然災害への見舞金支
給や弔慰金制度改定の説明があった。ま
た、木原委員より項目の中に広報誌PRI・O
の「ニューフェイスコーナー」が当委員会担

当となっていることについて説明があり、
新規加入組合員は当委員会が関わってい
るので担当となっていることが確認され
た。最後に献血運動の成果及び委員会の
開催状況について説明された。
（３）令和元年度事業計画について
　川畑委員長より資料を基に説明があった。
（４）令和元年度スケジュールについて
　事務局より資料を基に説明、各活動の年
間スケジュールについて確認・ご参考いた
だくよう発言した。
（５）組合員メリットについて
　川畑委員長より平成３０年度のタウン
ミーティングは支部中心に行ってきたが、
本年度については更新したメリット表をも
とに各支部長からメリットを享受していただ
けそうな会社を選び個別に訪問する事業
展開について述べられた。各支部長から会
社選定、訪問の日程調整など協力を求めら
れた。岡本副理事長からメリット表の取り扱
い注意（個人情報）やメリットの数値につい
てなど補足説明があった。山形委員より具
体的に会社訪問する際、設備の状況である
とかの把握をどの程度しておけばよいか質
問があり、岡本副理事長より実際にはパン
フレットや場合によっては制度の担当者に
よる説明など必要となるので、支部長には
きっかけづくりと会社の選定と訪問日時の
調整などお願いしたいとの発言があった。
（６）増強パンフレットについて
　事務局より東印工組のパンフレット配布
の確認後、川畑委員長より説明。大印工組
の新規パンフレットを東印工組パンフを参
考に作成したいと述べられ、担当を速水副

委員長を中心に木原委員、福山委員、高橋
委員にお願いすることとなった。５００部を９
月中に完成、できれば、9月18日の組合員
例会配布を目指すことが確認された。従来
の組合員パンフレットは米花委員と事務局
で組織名や数値の変更などマイナーチェン
ジし7月の完成を目指すことが確認された。
（７）ＥＴＣについて
　事務局より高速道路の料金改定と激変
緩和措置について説明。岡本副理事長より
ＥＴＣ（メリット関連）とは直接関係なく一般
に高速道路を使う方への情報提供となる
ことを補足された。
（８）献血運動について
　事務局より支部長あて文書について説
明し協力を呼びかけた。東和・北支部にお
いて10月21日（月）JR京橋駅前広場、北親
支部において１０月２３日（水）梅田HEPファ
イブにて行われることが確認された。
（９）北部地震・台風被害について
　事務局及び岡本副理事長より見舞金の
支給状況及び支給締め切り文書（案）につ
いて各委員に意見を求めたところ特に意
見はなく原案どおり送付を進めていくこと
となった。
　最後に岡本副理事長より挨拶があった。

　以上ですべての議事が終了し、１８時４５分
に閉会した。

（次回日程）
日時：７月２６日（金）18時～
場所：大阪印刷会館

 （報告：大印工組事務局）

令和元年度
第2回 交流サービス委員会

議事録（一部抜粋）

日　時：６月１１日（火） １８時～１９時１５分
場　所：大阪印刷会館 ３階会議室
出席者：山崎副理事長、他１７名（中尾労務
　　　 顧問1名含む、欠席者２名）
　　　 司会：事務局・山形委員長

１．委員長挨拶
　松本副理事長、家田委員長より開会の挨
拶がありその後、議案審議に入った。

２．検討事項（委員長より）
（１）パワハラ記事について（別紙、朝日新聞記事）
　中尾労務士より説明があった。パワハラ
対策法が成立したことについて、今までセ
クハラについては法制化されていたが今
般パワーハラスメントが法制化された（労
働施策推進法）。各企業（会社）においては
相談体制整備、就業規則にパワハラについ
ての規定を整備し懲戒規定など定めること
が必要となる。最近の裁判例については社
長のパワハラ（トップの発言力が強いため）
を扱われることが多く見受けられる。
 社員が仕事のやり方がわからず鬱になる
ケースがパワハラにあたるとされたことに
対しマニュアルを作るなどの対応が必要に

なる。写真やイラストの活用も有効である
ことを述べられた。
（２）全工連フォーラムについて
　全体の詳細も決まっていないのでゴル
フについては当日参加に各委員備えてい
ただくようお願いされた。
（３）大阪印刷産業人ゴルフ大会（10月10
日）について
　開催場所など山崎副理事長と山形委員
長で進めていくこととなった。
（４）関西国際空港見学バスツアーについて
　まず、下見の報告がなされ、資料により
6月1日（土）にバス及び懇親会場の確認を
行った。電車利用による場合と、自家用車
利用とに分けて流れの説明が行われた。
　バスターミナルまでの各要所に誘導・案
内が立つ（配置人数）ことが説明された。バ
スは4便が利用でき参加人員を賄えると説
明された。飛行機の離発着を見るところと
消防署の見学、機内食を作っている建物、
警察署、給油タンク等が見学できることを
事業検討シートも交え発言された。
 食事会場が他の客もあり（貸切ではない）
あまり騒げない、余興についてもできな
い、などの制限があることが確認された。
集合写真場所の確認、雨天対応（バス降車
ができないので写真はなし）について確認
された。委員から展望台での写真撮影が可
能か検討提案された。
　バス移動中にガイドさん（あるいは委員

で）にクイズを出してもらい解答を回収・集
計し景品を渡すようなことが可能か事務局
で確認するよう依頼された。事業検討シー
トについては7月3日提出と参加目標数
100名が確認された。

３．報告依頼事項
（１）支部対抗ゴルフ実施報告
（２）令和元年度 ＣＳＲ事業について
①日本印刷個人情報保護体制認定制度
（JPPS）・更新講習会のみのご案内・・・17社
23名
②環境推進工場講習会登録について・更
新講習会のみのご案内・・・7社12名
（３）ご存知ですか？全印工連共済制度
（４）ＥＴＣカードのご案内
（５）全印工連特別ライセンスプログラムに
ついて
（６）各種無料相談案内（PRI・O６月号参照）
　以上について事務局より報告・連絡等が
行われた。（１）については次回開催場所等
検討事項となった。

　最後に、山崎副理事長・作道理事長より閉
会の挨拶があり、１９時１５分に散会となった。

（次回日程）
日時：７月１１日(木）18時～
場所：大阪印刷会館 3階会議室

 （報告：大印工組事務局）

令和元年度
第2回 例会運営委員会
議事録（一部抜粋）

日　時：５月２０日（月） １８時～19時45分
場　所：大阪印刷会館 3階会議室
出席者：家田委員長、他8名（欠席者6名）

１．開会の挨拶
　家田委員長より開会の挨拶がありその
後、議案審議に入った。

2．報告事項
（１）令和元年度第１回例会運営委員会議
事録（4/23）
　山本副委員長より議事録を基に前回の
協議事項の説明があった。
（２）総代会終了後の講演会・懇親会を終えて
　令和元年５月１７日（金）に開催された講
演会・情報交換会について家田委員長より
無事終わったことへのお礼の言葉があっ
た。その後、各自気づいた反省点・良かった
点が述べられた。講演会については、掛布
氏の講演は楽しかった。登場時にタイガー
スの音楽を流す等の演出があれば盛り上
がったのでは。情報交換会では、来賓登壇
の誘導について、当初は片方から壇上へ誘
導するはずが両サイドから上がって来られ
たのでスムーズに対応できなかった。当日、
スタッフ委員の欠席者が多く、懇親会受付

委員が一人で大変だった。懇親会の開場
時間の設定ができていなかったので受付
前まで参加者が滞留していた。今後は、正
副理事長の入口での立ち時間等正確な時
間を設定する。挨拶・祝電披露の数を今回
は減らしたため乾杯までが短時間でよかっ
た。料理の内容も毎回見直しながら改善さ
れている。ドリンクバーとたこ焼きが同じ列
にあると滞留するので次回よりドリンク
バーを離すなど対応してみてはどうか、な
どさまざまな意見があった。

3．協議事項
（１）第１回組合員例会について（9月18日（水）開催）
　満谷副委員長より「前回の委員会で方向
性としては、”カジュアルフォーマル”なこと
を目指すということで、令和元年第１回目の
組合員例会は、冒頭30分は委員会報告で
残りの時間は飲食中心の楽しい例会を開
催したい。講師をお招きしてのセミナーは、
受講者の趣向で評価がさまざまでニーズ
の多様性により、多くの方々に評価いただ
くことが難しい。この費用を飲食費などに
あて懇親会に近い形で意見交換など参加
者の皆さんに何かしらの『気付き』ができ
る機会を提供ができないか」と述べ各委員
に意見を求めた。例会が開催するビアパー
ティー、ざっくばらんな会話ができるような
会、着席タイプの会にしてほしい、飲食しな
がらゲーム、組合員のみの会、あまり話す

機会がない人と同じテーブルになるように
してほしい、テーマは雑学的なことにして
は、などさまざまな意見があった。その後、
奥村委員より東和支部の”東和塾”の説明
があり「グループを作り飲食をしながら討
議をしている。話が弾み意見が出てくる」と
発言があった。
　協議した結果、当委員会としては、9月の
組合員例会は、「アルコールブレスト（会
議）」を6月の常任役員会にて上程すること
となった。内容やテーマ、会場、席のスタイ
ル等詳細については次回の委員会にて協
議することとなった。
（２）全印工連フォーラム懇親会イベントについて
　10月4日（金）18時～20時にホテル日航
大阪で開催の全印工連フォーラムについて
は、次回の委員会にて協議することとなっ
た。

4．その他
（１）今後のスケジュールについて
（２）広報誌PRI・O原稿締切日について　　

　以上で議事は終了し、19時45分に閉会
となった。

（次回日程）
日時：6月18日（火）18時～/7月17日（水）18時～
場所：大阪印刷会館

 （報告：大印工組事務局）
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委員会レポートINFORMATION

令和元年度
第2回 経営合理化委員会
議事録（一部抜粋）

日　時：６月２１日（金） １８時～１９時２０分
場　所：大阪印刷会館
出席者：東條副理事長、石川委員長、他１０名
　　　（欠席者５名）　司会：事務局

１．委員長挨拶

2．報告依頼事項
（1）春事業「トヨタ生産方式から学ぶ本当の
"カイゼン"」研修会報告
　4月19日・20日開催の標記研修会につ
いて五十嵐リーダーより実施報告が行わ
れた。内容としては大変有意義なものと
なったが、予想以上に当日のみの参加申込
が多くなった。また、当日は急遽高速道路を
利用することになったり、当日参加者のセ
ミナー会場入場料が必要になったりと想定
外が重なった。
（２）夏事業「業界最先端設備導入企業によ

るセミナー＆工場見学会」について
　古門リーダーより9月27日の神戸市
「KONANDO Labo（㈱甲南堂）」での標記
事業について説明が行われた。当日の行程
は午後2時に新大阪駅をバスで出発し午後
3時頃に到着、セミナーと社内見学を行い、
午後5時に社内ケータリングによる懇親会
を開催、午後6時30分に現地を後にする。
募集に関して今回は「見学会のみ」の参加
を設けず会費は一律5千円とした。他、当日
の役割分担を決定した。

3．討議事項
（1）冬事業「物流に関する見学会」について
　前回の委員会で決定した吹田市「トヨタL
＆Fカスタマーズセンター」での物流に関す
る見学会について若林リーダーより説明
があった。過日、冬メンバーでの下見が行
われ、日程は第一候補であった2月18日に
決定したことが報告された。スケジュール
としては午後2時に開始し開会挨拶を行っ
た後、2時15分より4つのチームに分かれ
て見学を行い、午後4時より大会場にてセ
ミナーを60分ほど予定している。先方より

開始時間は絶対厳守といわれており、途中
参加は許されない。またセミナーについて
は先方で3・4案で検討中であり、来月に提
示される予定である。会費についてはセミ
ナー会場に費用が掛かるため3千円で設
定することとし、事業検討シートを8/6正副
理事長会で協議に、9/10正副理事長会で
審議に掛けることで進めることとなった。後
の懇親会候補については次回委員会にて
下見し再度検討することとなった。

4．副理事長挨拶
　最後に東條副理事長より全印工連が発
行した未来の印刷産業の在り方を示した
冊子「Happy Industry」を紹介した。

　以上ですべての議事が終了し、19時20
分に閉会した。

（次回日程）
日時：８月２７日（火）１８時より
場所：吹田市江坂「焼肉 味園（あじえん）」

 （報告：大印工組事務局）
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会
」の
白

石
副
議
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。開
催
日
が

８
月
１７
日（
土
）に
決
定
し
、当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。午
前
７
時
に
大
阪
市

内
で
集
合
し
て
バ
ス
で
出
発
し
ま
す
が
、集
合
場
所

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。午
前
８
時
30
分
に
ト

ロ
ッ
コ
亀
岡
駅
に
到
着
し
、午
前
９
時
か
ら
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
次
に
来
年
１
月
１８
日（
土
）に
開
催
す
る「
キ
ッ
ク

オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」の
進
捗
に
つ
い
て「
キ
ッ
ク
オ

フ
部
会
」の
中
山
副
議
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。前
回
の
定
例
会
で
講
師
と
会
場
候
補
が
絞
ら

れ
ま
し
た
が
、ま
ず
講
師
に
つ
い
て
第
一
候
補
の
ビ

ジ
ネ
ス
心
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト・岸
正
龍
氏
へ
の
オ

フ
ァ
ー
が
了
承
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
候
補
に
つ
い
て
は
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ

レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル（
懇
親
会
場
案「
世
界
の
ビ
ー
ル

博
物
館
」）、難
波
御
堂
筋
ホ
ー
ル（
懇
親
会
場
案

「
5
5
1
蓬
莱
パ
ン
チ
ャ
ン
」）、な
ん
ば
ス
カ
イ
オ（
懇

親
会
場
案「
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
#
7
0
2
」）の
３
候

開
催
日
時
／
7
月
2
日（
火
） 

18
時
30
分
〜

場　
　
所
／
大
阪
印
刷
会
館
4
階

参
加
人
数
／
20
名

補
の
見
積
り
を
資
料
に
協
議
し
ま
し
た
が
、最
終
的

に
多
数
決
で
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
決
定
し
ま
し
た
。た
だ
し
懇
親
会
場
に
つ

い
て
は
他
会
場
も
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て「
青
年
会
３
団
体
合
同
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

の
進
捗
に
つ
い
て「
３
団
体
ゴ
ル
フ
部
会
」の
金
山
副

議
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。６
月
25
日（
火
）の

プ
リ
ネ
ク
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
終
了
後
に
、３
団
体

で
日
程
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
11
月
16
日（
土
）に

決
定
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。参
加
人
数

に
つ
い
て
は
６
組
24
名
程
度
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

渡
辺
議
長
よ
り
、各
団
体
の
他
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
も
共
有
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と
が
併

せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
６
月
２８
日（
金
）に
和
歌
山
で
開
催
さ
れ

た「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
ハ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
践
会

議
」に
つ
い
て
渡
辺
議
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。同
日
は
近
隣
で
近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、９
月
２８
日（
土
）に
京
都
で
開

催
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
へ
の
各
府
県
か
ら
の
参

加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。次
回
ハ
イ
サ
ー
ビ
ス
実

践
会
議
は
８
月
９
日（
金
）に
神
戸
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
「
30
分
コ
ン
テ
ン
ツ
」で
は
河
村
組
合
員
よ
り
、リ

コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
お
け
る「SD

G
s（

持
続
可
能
な
開

発
目
標
）」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　
閉
会
後
は
天
満
の「
神
蔵
」に
て
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。私
は
い
つ
も
懇
親
会
が
楽
し
み
で
、今
回

も
仕
事
の
話
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
、大
青
協
の
活

動
の
話
、他
団
体
の
活
動
の
話
な
ど
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
親
睦
を
深
め
つ
つ
大
青
協
を

盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
報
告
者　
谷
口
和
宏
）

　ＳＤＧｓとは2015年９月の国連サミットで
採択された、国際社会共通の課題解決の
ために貧困、飢餓、雇用、資源、平和など17
の目標を持って、「誰一人取り残さない」

社会を目指す取り組みです。
　飢餓、平和と聞くと遠い世界のように感
じてしまいますが、ＳＤＧｓは意外と身近で、
普段会社で行っていることが17の目標の

いずれかに当てはまることもあります。
　近年、取り引き先からＳＤＧｓの取り組み
を求められることもあり、ＳＤＧｓ経営が企業
の成長につながるとの考え方が広がって
いるようです。

（報告者 谷口和宏）

「３０分コンテンツ」
【ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）】 リコージャパン 河村 浩二氏
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北
親
支
部（
速
水
悠
輔
支
部
長
）は

5
月
26
日（
日
）か
ら
28
日（
火
）ま
で

3
日
間
に
わ
た
り
台
湾
に
て「
北
親
支

部
春
季
懇
親
旅
行
」を
行
っ
た
。

　

台
湾
を
選
定
し
た
理
由
と
し
て
は

松
井
前
支
部
長
か
ら
の
紹
介
で
台
湾

ゼ
ロッ
ク
ス
視
察
とCO

M
PU
TEX

の

見
学
が
メ
イ
ン
で
、か
つ
お
い
し
い
も
の

を
食
べに
行
こ
う
と
い
う
企
画
で
決
定

し
た
。参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
北
親
支

部
の
二
世
団
体
の
二
水
会
に
も
声
を
か

け
、９
人
で
行
く
こ
と
に
なっ
た
。

 

１
日
目
は
台
湾
に
着
い
て
す
ぐ
昼
食

を
と
り
、お
茶
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。

流
暢
な
日
本
語
で
説
明
を
受
け
烏
龍

茶
や
プ
ー
ア
ル
茶
な
ど
身
体
に
良
い
お

茶
を
体
験
し
、台
湾
式
の
正
し
い
お
茶

の
入
れ
方
を
教
わっ
た
。

　
そ
の
後
、ホ
テ
ル
に
チ
ェッ
ク
イ
ン
し

て「
山
海
楼
」で
夜
ご
飯
を
食
べ
た
。

2
0
1
9
年
新
し
く
台
北
ミ
シュラ
ン

ガ
イ
ド
の
一つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
に
選
ば
れ

た「
山
海
楼
」は
伝
統
的
な
台
湾
料
理

の
手
法
を
使
い
な
が
ら
も
、現
代
的
な

ア
レ
ン
ジ
も
施
さ
れ
た
精
緻
な
料
理
で

１
日
目
に
し
て
こ
の
旅
最
高
の
食
事
を

味
わ
う
こ
と
に
なっ
た
。

　
２
日
目
は
朝
５
時
ロ
ビ
ー
集
合
と
い

う
大
変
な
ゴ
ル
フ
組
と
観
光
組
に
別
れ

て
行
動
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
組
は「
台
湾
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」

で
プ
レ
ー
し
、観
光
組
は
お
寺
や
市
場

や
１
０
１
ビ
ル
を
観
光
し
た
。

　
お
昼
に
合
流
し
て
昼
食
を
と
る
と
き

に
あ
ら
か
じ
め
分
か
っ
て
い
た
軍
事
演

習
に
よ
る
外

出
禁
止
令
が

携
帯
電
話
に

流
れ
た
。

　

昼
食
後
は
台
湾
ゼ
ロッ
ク
ス
の
デ
ジ

タ
ル
プ
リ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
る
旅
行

会
社「
喜
鴻
暇
期
」で
使
用
感
や
台
湾

の
企
業
の
在
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。印
刷
か
ら
中
綴
じ
ま
で
で
き
る
こ
の

機
械
で
部
数
の
少
な
い
印
刷
物
な
ど
に

関
し
て
は
す
べて
こ
れ
を
使
用
し
て
お
り

印
刷
会
社
と
し
て
危
機
感
を
覚
え
た
。

　

夕
食
は
ゼ
ロッ
ク
ス
台
湾
の
方
を
招

待
し
て「
龍
都
酒
棲
」に
行
っ
た
。北
京

ダ
ッ
ク
が
有
名
な
お
店
で
皆
さ
ん
満
足

さ
れ
て
い
た
！

　
夕
食
後
、ゼ
ロッ
ク
ス
の
方
の
案
内
で

夜
市
に
行
き
臭
豆
腐
や
か
き
氷
を
食
べ

た
。

　
３
日
目
は
朝
か
らC

O
M
PU
TEX

に
向
か
っ
た
。世
界
有
数
のIC

T

と

IoT

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、IC

T

と

IoT

に
関
す
る
サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
エコ
シ
ス
テ
ム
を
兼
ね
備
え

て
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・エコ

シ
ス
テ
ム
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
い
る

外
国
企
業
や
投
資
家
に
とって
戦
略
的

な
場
所
と
言
え
た
。こ
こ
で
最
先
端
の

技
術
に
触
れ
勉
強
を
し
て
き
た
。

　

最
後
ま
で
立
派
な
集
団
行
動
を
努

め
、す
べ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
い
き

何
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
懇
親
を
深
め
た

よ
い
旅
行
と
なっ
た
。

（
北
親
支
部 

支
部
長 

速
水
悠
輔
）

春季懇親旅行 ｉｎ 台湾

2日目のゼロックスデジタルプリント設置企業視察

2日目の夕食「龍都酒棲」 2日目のゼロックスデジタルプリント設置企業視察2日目の夕食後「マンゴーかき氷」 初日の夕食「山海楼」初日のお茶セミナー

初日の夕食「山海楼」初日のお茶セミナー

2日目の観光組3日目のCOMPUTEXの見学
2日目軍事演習のため
外出禁止令

2日目の観光組2日目のゴルフ組3日目のCOMPUTEXの見学

2日目の夕食「龍都酒棲」
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総会旅行 福島支部

　福島支部(谷口晴彦支部長)は5月25
（土)・26（日）に総会を兼ねた懇親会旅行を
四国高知県で行った。
　午前8時、参加者18名を乗せバスは福島
を出発。明石海峡大橋を通り淡路島を経て
一気に四国へ。正午に徳島県の観光スポッ
ト大歩危小歩危に到着。吸い込まれそうな
深い瑠璃色の吉野川と渓谷の雄大な自然
の中で、対岸まで張られたロープで元気に
泳ぐたくさんの鯉のぼりが印象的だった。
　昼食をいただき「祖谷のかずら橋」を渡っ
た。落ちることはないと思っていても下を
見ると足がスッポリ入るほどの隙間があり
ギシギシと揺れている。「押すな、揺らすな」
と叫びながら45mのスリルを味わった。
　その後、高知市内の「ホテル三翠園」に15

時30分に到着。そのまま総会会場へ入り、
平成31年度事業報告・決算、令和元年度事
業計画・予算案を審議し、青年会の事業報
告、各委員会からの行事の告知があり16時
30分に無事閉会。各自部屋に入り温泉で
一息ついた。お楽しみの懇親会は土佐のお
いしい料理にお酒も進み、恒例のビンゴ

ゲームでは、かつおのタタキや地酒などが
当たり大変盛り上がった。
　翌日は9時にホテルを出発し、特産品や
刃物、植木などの露店が並ぶ高知日曜市を
散策。お土産を買って歩き疲れたので「ひろ
め市場」で高知名物ウツボの天ぷらをつま
みながら一杯。その後、桂浜、坂本竜馬記念
館を見学し無事帰阪、解散となった。
　バス移動の時間が長く厚生委員の方に
心配いただいたが、今回もベテランのバス
ガイドさんが登場!自腹でゲームの景品を
用意してくださったり、コーヒー、紅茶、冷た
い麦茶やほっこりする昆布茶までサービス
満点、笑いも満点。道中退屈することなく一
番の旅の思い出になった。

(福島支部 中川敏之 )

　６月８日（土）生栄支部は少し遅めの春季
総会を湯の花温泉ホテル渓山閣にて行い
9名が参加した。今回は京都の亀岡という
こともあり大阪市内から1時間強で到着す
るため、集合時間を桃谷駅前15時とし小型
バスにてホテルへ向かった。
　出発直後、缶ビールが次々とそれぞれの
胃袋へ流れていく。それもつかの間、16時
３０分にホテルへ到着。１８時開催の総会ま
で温泉につかり日頃の疲れを癒した。
　私、高橋の挨拶にて総会が始まり、平成
30年度事業報告・決算報告、平成３１年度事
業予定・予算報告、そして各委員会報告が
あり無事総会は終了した。

　続いて松原副支部長の乾杯の発声にて
懇親会がスタート。事前にお願いしていた
素敵なコンパニオンさんにもお世話になり
豪華な料理とおいしいお酒をいただき約
２時間懇親を深めた。
　翌９日(日)は９時にホテルを出発し峻険な
峡谷を縫って流れる、保津川下りの旅へ
行ってきた。１０時発に乗船。保津川下りは、
丹波亀岡から京都の名勝嵐山まで約１６㎞
の渓流を約２時間弱で下るスリル満点の舟
下りだった。
　三人一組の船頭さんたちが船を操り、面
白おかしく皆を楽しませてくれて、最初から
最後まで飽きさせなかった。大阪からも近

くこんなにも楽しくドキドキさせられる癒し
スポットがあることに感動！
　初体験の私からひと言。大自然を間近に
見ながらの川下りは迫力もありとても面白
い体験だった。未経験の方に自信を持って
おすすめします。ぜひ体験してください！！
　その後、嵐山のレストランにて昼食をす
ませ、大阪に帰る道中に池田市の日清食品
インスタントラーメン博物館に立ち寄り、世
界で一つのカップヌードルを作り、一路大
阪市内へ。１６時３０分に桃谷駅に到着。楽し
い総会旅行を終え解散した。

（生栄支部支部長 高橋孝一）

ホテルにて

谷口支部長（左）、山崎会計部長

かずら橋をバックに 渓谷を泳ぐ鯉のぼり

ホテル到着！乾杯～ 平成３０年度総会 松原副支部長の乾杯発声

三木氏の中締め挨拶 日清ラーメン博物館にて オリジナルラーメン製造中！

ホテル渓山閣にて 保津川下りとトロッコ列車

平成３０年度 春季総会 生栄支部
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D.D.S.S.セミナー
「思考力・発想力向上セミナー」

　

D
.D
.S.S.（

デ
ジ
タ
ル・ド
キ
ュメ
ン

ト・サ
ー
ビ
ス
研
究
会
）は
、人
材
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
山
﨑
紅（
や
ま
ざ
き

あ
か
し
）氏
に
、「
思
考
力・発
想
力
向

上
セ
ミ
ナ
ー
／
〜
も
っ
と
仕
事
を
お
も

し
ろ
く
！
成
果
を
出
す
！
〜
」を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

山
﨑
氏
は
、富
士
ゼ
ロッ
ク
ス
株
式

会
社
に
て
、全
社
改
革
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
改
革
、働
き
方
改
革
に
従
事
。

現
在
は
人
材
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
活
動
中
で
あ
る
。主
な
著
書

は「
求
め
ら
れ
る
人
材
に
な
る
た
め
の

社
会
人
基
礎
力
講
座（
第
2
版
）」

「
企
業
が
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
働

き
方
改
革
実
践
ガ
イ
ド
」「
小
学
生

か
ら
は
じ
め
る
伝
え
る
力
が
身
に
つ

く
本
」「
小
学
生
か
ら
は
じ
め
る
考
え

る
力
が
身
に
つ
く
本
」（
日
経
B
P

社
）な
ど
多
数
あ
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、実
習
を
交
え
て

「
思
考
力・発
想
力
向
上
の
ヒ
ン
ト
」

を
学
ん
だ
。仕
事
を
お
も
し
ろ
く
す
る

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
、自
ら
深
く
考
え

る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
仕
事
の
意
義
や

本
来
の
目
的
を
よ
く
考
え
、重
要
な

こ
と
を
見
極
め
、ど
う
し
た
ら
目
的
を

果
た
し
て
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
か
、自

ら
が
考
え
抜
く
こ
と
で
、「
与
え
ら
れ

た
仕
事
」が「
私
の
仕
事
」に
な
る
。基

本
は
次
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

①
仕
事
の
意
義
や
目
的
を
考
え
る
こ

と
。そ
も
そ
も
、何
の
た
め
に
こ
の
仕

事
を
や
る
の
か
、会
社
や
組
織
の
方

針
を
読
み
解
く
こ
と
で
、意
義
を
感

じ
納
得
し
た
行
動
が
で
き
る
。

②
重
要
な
こ
と
を
考
え
る
。本
当
に

重
要
な
こ
と
は
何
か
、仕
事
の
優
先

順
位
を
考
え
遂
行
す
る
こ
と
で「
達

成
感
」が
得
ら
れ
る
。

③
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
。業
務
の
見
直

し
の
視
点
で
、今
ま
で
の
や
り
方
を
疑

い
工
夫
し
、仕
事
の
効
果
効
率
を
上
げ

る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、４
つ
目
は
、発
想
を
変
え
る

こ
と
。新
し
い
発
想
を
意
識
的
に
ひ
ね

り
出
す
こ
と
で
あ
る
。

 

９
つ
の
視
点
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
出
し
や
す
く
す
る
手
法「
オ
ズ
ボ
ー

ン
の
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
」を
も
と
に
、い

く
つ
か
の
実
例
を
紹
介
し
た
。

⑴
転
用（Putto

otheruses

）他
に

使
い
道
が
な
い
か
。（
例
）食
品
ロ
ス
を

解
決
す
る「ReD

uceG
O

」の
よ
う

な
余
剰
食
品
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
ー

ビ
ス
。⑵
応
用（A

dapt
）他
か
ら
ア

イ
デ
ア
を
借
り
ら
れ
な
い
か
。（
例
）富

山
の
薬
売
り
方
式
に
類
似
し
た
オ

フ
ィ
ス
グ
リ
コ
方
式
。⑶
変
更（M

o 
dify

）意
味
合
い
を
変
え
て
み
た
ら
ど

う
か
。（
例
）バ
バ
シ
ャ
ツ
と
似
て
い
る
が

ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
は
見
え
て
も
平
気
。⑷

拡
大（M

agnify

）大
き
く
し
た
ら
ど

う
か
。（
例
）超
超
超
大
盛
り
カ
ッ
プ

焼
き
そ
ば
。⑸
縮
小（M

inify

）小
さ

く
し
た
ら
ど
う
か
。（
例
）量
を
減
ら

し
た
カ
ロ
リ
ー
ダ
ウ
ン
の
カ
ッ
プ
焼
き

そ
ば
。⑹
代
用（Substitute

）他
の

も
の
で
代
用
で
き
な
い
か
。（
例
）ス
ト

ロ
ー
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
紙
へ
。パ
ス

タ
の
麺
を
蒟
蒻
で
。⑺
置
換（Rear 

range

）入
れ
替
え
て
み
た
ら
ど
う

か
。（
例
）レ
ジ
を
セ
ル
フ
レ
ジ
に
置
き

換
え
る
こ
と
で
人
件
費
と
待
ち
時
間

を
削
減
。⑻
逆
転（Reverse

）逆
に

し
て
み
た
ら
ど
う
か
。（
例
）金
粉
入
り

カ
ッ
プ
焼
き
そ
ば
、あ
え
て
の
高
級
仕

様
。⑼
結
合（Com

bine

）組
み
合
わ

せ
て
み
た
ら
ど
う
か
。（
例
）ビ
ッ
ク
カ

メ
ラ
と
ユ
ニ
ク
ロ
で
ビ
ッ
ク
ロ
。焼
き

そ
ば
と
ス
カ
ル
プ
Ｄ
で「
ス
カ
ル
プ
Ｄ

や
き
そ
ば
」。

　

実
習
と
し
て
、「
紙
コッ
プ
を
爆
発

的
に
売
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」

を
チ
ー
ム
で
考
え
発
表
し
た
。

（
報
告
／D

.D
.S.S.

事
務
局
）

山﨑 紅氏講師：人材開発コンサルタント
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私の勤める事業所は、堺筋本町の駅を下りてすぐの

ところにあります。普段の昼食は堺筋本町駅近辺や

営業先近辺での外食ばかりとなります。今回は私が

普段からよく食べているメニューの中で、好きな唐

揚定食について記載をしたいと思います。

1軒目は、中央区役所の近くにある焼き鳥屋の唐揚

定食です。ランチメニューで唐揚定食を提供されて

います。唐揚1個1個が大きく、定食のご飯を少なめ

にしないと食べ切れないほどのボリュームです。

2軒目は、お店のランチメニューが「日本一の唐揚定

食」という名前の唐揚のおいしいお店です。宮崎の

地鶏を使った唐揚は絶品です。私はいつも欲張って

唐揚と一緒に地鶏の炭火焼きのセットを頼んでい

ます。

3軒目は唐揚チェーン店のお店です。ご存知の方も

多いと思います。こちらの店舗はランチメニューで

唐揚が食べ放題となっており、追加で注文が可能で

す。食べ過ぎると午後動けなくなるので、追加は少

なめにしています。

一般的に唐揚げは、鶏の唐揚げをイメージします

が、魚や他のお肉でも唐揚げにできます。「カラっと

揚げておいしくなる料理」、それが唐揚げだそうです。

お店ごとに「衣」や「素材」が違っており、その味は

無限大だと思います。皆さんのご存知の唐揚げの

おいしいお店がありましたらぜひ教えてください！

カラっと揚げて
おいしい！
唐揚げ定食

投稿者：福地健
リコージャパン株式会社（東和支部）

あ　な　た　の

Vol.02

12

拝見
＆ランチ お弁当

1軒目

3軒目

2軒目



僕のオススメ韓国料理店の紹介です。

場所は西大橋駅より徒歩３分のお店。

看板もなく地下１階にあるわかりづらいお店です。

雰囲気は家庭料理と呼ぶにはほど遠いbar色の強い

カウンター中心のお店で6人が座れるbox席があり、

お子さんもOKなお店。

こんなとこが？？と思わせるお店。

現在17年目のその名もsoul K。

某韓国料理店にて修業を積み、そこから独自のテイ

ストを加えた韓国料理は絶品！

すべてが桁外れにうまく、絶対食べて欲しいチャプ

チェ（韓国風はるさめ）は他店で食べるチャプチェが

お子ちゃまのよう！（個人的な意見ですw）、チヂミ

（自家製のタレがまたうまい）、スンドゥブ（鍋のなか

PRI・O グルメレポート

にくずした豆腐とスープの絡みがバツグン。辛さがあ

り、お酒の進みが早い！）、カルビクッパ（トロトロの煮

込んだカルビが絶品。個人的に一番好きです）、最後

の締めの冷麺！冷麺はおなかイッパイになっても

スープまで飲み干してしまううまさ・・・。

他にもおいしい料理がたくさんあり、1回では食べき

れないのでリピーターになること間違いなしの激ウマ

韓国料理です。

ここのオーナーシェフのあだ名は金ちゃん！歩くマス

コット人形のようなキャラw 恥ずかしがり屋なんで初

回ではほとんど話しかけてこないと思いますが、話しか

ければおもしろいのでドンドン話しかけてくださいね。

お店の営業時間は18：00～2：00?まで。

住所等は・・・恥ずかしがり屋なんでw

投稿者：千田大介
千田印刷株式会社（なにわ支部） 韓国家庭料理 「soul K」

どハマりの韓国家庭料理

PRI・O  2019.8 28
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連

載

知
っ
て
は
り
ま
っ
か
大
阪
○

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村　
英
二

96

　

緑
豊
か
な
巨
大
な
古
墳
、近
隣
の
人
々

か
ら
敬
愛
を
こ
め
て「
仁
徳
さ
ん
」と
呼

ば
れ
る
仁
徳
天
皇
陵
。こ
の
仁
徳
天
皇
を

祀
る
陵
墓
が
造
営
さ
れ
た
の
は
5
世
紀

4
5
0
年
頃
で
、古
事
記
で
は「
毛
受
の

耳
原
に
在
り
」と
記
さ
れ
、日
本
書
紀
で
は

「
百
舌
鳥
陵
に
葬
る
」と
記
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、百
舌
鳥
古
墳
群
の
巨
大
古
墳
の
中

の
ど
れ
が
仁
徳
天
皇
の
御
陵
で
あ
る
の
か

は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

延
喜
5
年（
9
0
5
）に
編
纂
さ
れ
た「
延

喜
式
」に
は
仁
徳
天
皇
陵
を「
百
舌
鳥
耳

原
中
陵
」、履
中
天
皇
陵
を「
百
舌
鳥
耳

原
南
陵
」、反
正
天
皇
陵
を「
百
舌
鳥
耳

原
北
陵
」と
し
て
い
ま
し
た
が
、明
治
政
府

の
宮
内
省
に
よ
り
、い
わ
ゆ
る
大
仙
古
墳

と
呼
ば
れ
る
古
墳
が
仁
徳
天
皇
陵
墓
で

あ
る
と
治
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

甲
子
園
球
場
が
12
個
も
入
る
面
積
が

あ
り
、大
林
組
の『
巨
大
古
墳
の
謎̶

大

仙
古
墳（
伝
仁
徳
天
皇
陵
）を
め
ぐ
って
』

に
よ
る
と
、そ
の
築
造
は
古
代
の
工
法
で

ピ
ー
ク
時
は
１
日
2
0
0
0
人
の
作
業
者

で
延
べ
6
8
0
万
7
0
0
0
人
、工
期
15

年
8
カ
月
を
要
し
、現
在
の
費
用
換
算
で

は
7
9
6
億
円
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
巨
大
古
墳
を
百
舌

鳥
の
地
に
構
築
し
た
の
か
？
権
力
を
誇

示
す
る
モ
ニュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
地
が
難
波
津
か

ら
陸
路
大
和
へ
入
る
古
道
の
要
地
で
あ
っ

た
ば
か
り
で
は
な
く
、中
国
吉
備
地
方
、あ

る
い
は
北
九
州
な
ど
瀬
戸
内
海
か
ら
茅
淳

の
海（
大
阪
湾
）へ
入
って
く
る
豪
族
や
、さ

ら
に
は
朝
鮮
半
島
や
中
国
か
ら
の
使
節
た

ち
は
、ま
ず
大
仙
古
墳（
中
陵
）、そ
し
て
北

陵・南
陵
と
南
北
に
並
ぶ
巨
大
な
前
方
後

円
墳
に
目
を
奪
わ
れ
た
に
違
い
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。そ
し
て
こ
の
5
世
紀
の
王
者

た
ち（
応
神・仁
徳
他
）は
単
な
る
宗
教
的

祭
司
を
行
う
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、こ

の
よ
う
な
巨
大
古
墳
を
築
造
で
き
る
土
木

技
術
と
動
員
力
を
持
って
い
た
と
想
像
さ

れ
る
一
方
、巨
大
な
軍
事
力
も
掌
握
し
て

土
木
治
水
の
王
者
と
し
て
も
頂
点
を
極
め

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

長
い
歳
月
の
間
、こ
の
大
仙
古
墳
も
盗

掘
の
被
害
を
受
け
、ま
た
戦
国
武
将
に
よ

り
狩
猟
場
と
し
て
利
用
さ
れ
荒
れ
果
て
て

い
ま
し
た
。後
の
徳
川
幕
府
は
幕
府
直
轄

と
し
て
、与
力・同
心
の
勤
番
所
を
前
方

後
円
墳
の
円
部
分
に
設
け
、貞
享
２
年

（
1
6
8
5
）に
は
荒
廃
し
た
仁
徳
天
皇
陵

に
修
築
を
加
え
、露
出
し
て
い
た
石
室
部

分
を
覆
い
周
り
に
溝
を
つ
く
り
、そ
の
外

周
60
間（
1
0
8ｍ
）に
杉
の
木
を
植
え
て

外
来
者
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
た
と
い
い

ま
す
。

　
明
治
5
年（
1
8
7
2
）の
暴
風
雨
に
よ

り
前
方
部
の
墳
丘
が
崩
壊
し
て
、石
室・石

棺
が
露
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、明
治
政
府
の
宮
内
省
に
よ
り
墳

丘
の
清
掃
、拝
所
の
整
備
が
行
わ
れ
、明
治

28
年
に
は
1
万
5
千
本
の
松・杉・桧・楠

な
ど
が
補
植
さ
れ
現
在
の
景
観
と
な
って

い
ま
す
。

　
こ
の
頃
か
ら
、仁
徳
天
皇
の
民
に
対
す

る
聖
徳
あ
ふ
れ
る
施
政
、ま
た
治
水
事
業

が
小
学
校
の
教
科
書
に
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、天
皇
の
高
津
の

宮
で
の
姿
が「
大
阪
市
歌
」の
歌
詞
に
歌

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

巨
大
古
墳・仁
徳
天
皇
陵
の
い
ま・む
か
し

上
手
な
れ

好
き
こ
そ
モ
ノ
の

趣
味
人
日
記

第七十三弾

中原産業株式会社  中原秀記（東和支部）

古墳探訪～卑弥呼の墓編～

　子供の頃から古墳好きで、今
でもあちこちへと出かけている。
　そんな私が今気になるのが
卑弥呼の墓ではないかといわ
れている「箸墓古墳」。

　記紀では、ヤマトトトヒモモソ姫の墓だとされてお
り、姫は三輪の神様の妻となったがその姿が蛇だと
知って驚いてしまい、畏れ多いことをしたと女陰を箸
で突き亡くなった。故にこの墓を箸墓と呼ぶように
なったとある。
　姫は巫女であったので卑弥呼と重なる部分もある
が、卑弥呼が高齢で独身だったということが「倭人
伝」にあり、若い女性像が思い浮かぶこの伝承とは
ほど遠く、個人的に箸墓は卑弥呼の墓ではないと考
えている。
　卑弥呼の死後（２４７年頃）、男王が立ったが国が
混乱したため、卑弥呼の宗女台与が13歳で女王と
して立ったと伝えられている。その台与こそが箸墓
の主であろう。13歳の女王ならアイドル的存在で、
その女王が急に亡くなったとなると立派な墓を建て
て弔ってあげようと思うのが人情。皆が全力を尽くし

て箸墓を築造しただろうと想像できる。
　では卑弥呼の墓は？それは箸墓以前に築造され
た４基の前方後円墳（写真上から勝山・矢塚・纏向石
塚・東田大塚）のいずれかで、規模・形状・年代から考
えても東田大塚古墳が大本命。（勝山古墳には無料
駐車スペースがあるので箸墓に行くにも便利）箸墓古墳

箸墓古墳

東田大塚古墳

矢塚古墳

勝山古墳

纏向石塚古墳

ひがいだ

み
み
は
ら

ち  

ぬ

イラストは築造された当時の黄金色に輝く百舌鳥耳原古墳三陵想像図（茅淳の海より）著者画

二上山

葛城山 金剛山

仁徳天皇陵 履中天皇陵反正天皇陵

も　

ず
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お申し込み・お問い合わせ大印工組事務局

大阪印刷会館にて開催 予約制
各種相談のご案内無料！

労務
相談

税務
相談

法律
相談

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日　申込締切：開催日の１週間前
◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日　申込締切：開催日の２日前

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

ぜひともご利 用ください！

【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等
8／22（木）、9／6（金）、9／20（金）

【消 費 税】【税　金】等
9／13（金）、10／11（金）、11／8（金）

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【Ｍ＆Ａ】等
8／21（水）、9／11（水）、10／16（水）

技術情報

郡司 秀明（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）

色分布
　先月号では色分布について解説したが、図版が多過
ぎて肝心なところが伝わらなかったことを、お詫び申し上
げる。「その1」の内容と重複するが再度解説する。
　まず図1のようなビリヤード球の写真があったとする。
実はこの写真はCG画像なので理想的な色分布をして
いる。だからチャートとして使用するには最適なのだ。

図2を見ると、この画像の色分布は、微妙な彩度の違い
でキレイに直線分布されている。上に伸びているのがグ
リーン球の色分布だ。これをJapan Color 2001で変
換すれば図3のように色域は圧縮され、少し右回転した
ようになっている。これもプロファイル作成者の意思が大
きいのだが、昔は（色相）回転法というのがあってまこと
しやかに広まっていた。確かに少し右に回転してやると、
一見色が合っているように見えるのだが、私は迷信と言
い切ってしまいたい。しかし、広色域インキのKaleido®
を使うと、図4のように、グリーンがすっと伸びるのだ。こ
の形状こそ、色再現が素直で正確に調子再現されてい

るということなのである。
　次に、TGツール開発の原動力になったMD研究会
（私が会長をしている私的研究会）のノウハウを紹介し
よう。今度は現実のチャートである色相環を使用する。
それをデジタルカメラを使って撮影した画像をTGツー
ルで色域分析してみると図5のようになる。真ん中のグ
レーから放射状に線（色）が伸びているのが分かると思
う。この写真を撮影したデジカメは素直な調子再現で
定評があるのだが、実にありのままに色再現しているの
が分かると思う。こういう色再現を私達は濃度計・測色
計のようだということで「測色的」と呼んでいる。対して
図6は真ん中のグレーから放射状には伸びてはいるが、
右下部の線がウニャウニャと交差しているのが分かると
思う。これはこのカメラが勝手にレタッチしているわけ
で、このことを私達は「演色的」と呼んでいる。
　右下のウニャウニャ部分は肌色部分で、このデジカメ
は俗に肌色がキレイという評判だった。しかし、このカメ
ラで肌色を撮影したところ、どんな肌色も俗に言う「湯
上がりピンク」になってしまい、「肌色に差が出ない」とい
う相談を受けたことがあった。ところが図5を撮影したデ
ジカメにしたら一挙に解決ということが多かった。どちら
が良いと言うことではないが、レタッチし過ぎの画像は、
調子再現差が出にくくなってくるのは致し方ないことだ。
今回は、「色の調子とはこんなことを言うのだ」というこ
との雰囲気だけでも分かってもらえればと思う。

その2

図2 ビリヤード球の色分布

図1

図3 JapanColor2001変換 図4 Kaleido変換 図5 D70色相環 図6 20D色相環

法律顧問の河端直先生にご相談ください。

PRI・O  2019.8 32

I N FORMAT ION

㈱ダイトクコーポレーション大阪支店（北支部）
原田豊 大阪支店長
〒530-0041 大阪市北区天神橋2丁目北1番21号 
八千代ビル東館6階K号室
ＴＥＬ：06-6357-7441　ＦＡＸ：06-4801-7421

和光製版㈱（天親支部）阿形哲雄 代表取締役社長
〒537-0001 大阪市東成区深江北2-10-5
ＴＥＬ：06-6972-7770　ＦＡＸ：06-6972-7775

橋詰製本所（堺支部）橋詰英治 代表
〒599-8262 堺市中区八田北町392-15
ＴＥＬ：072-279-9148　ＦＡＸ：072-279-9148

光フォーム印刷㈱（南親支部）𠮷田滿子 代表取締役
〒599-8128 堺市東区中茶屋105番地
ＴＥＬ：072-235-1111　ＦＡＸ：072-236-6548

【新入会員】
㈱日宣印刷（東支部）新社長に本間祐史氏が就任。

大枝印刷㈱（北親支部）新社長に大枝拓人氏が就任。

㈱新生印刷（東支部）新社長に堀内友博氏が就任。

国際印刷工業㈱（北支部）新社長に古門久数氏が就任。

大原印刷㈱（天親支部）新社長に大原拓司氏が就任。

【代表者変更】

山田信夫氏（福島支部）山田製本㈱ 代表者のご尊父
令和元年5月１７日死去。９９歳。

玉谷静枝氏（天親支部）フタバ印刷㈱ 代表者のご母堂
令和元年5月１７日死去。１０２歳。

【訃　　報】

アポロ印刷㈱（東和支部）平成31年4月1日から以下に移転
〒540-0026 大阪市中央区内本町2-3-1 ストークＮＥ６Ｆ
ＴＥＬ＆ＦＡＸの変更はありません。

速水印刷㈱（北親支部）令和元年６月３日から以下に移転
〒530-0022 大阪市北区浪花町12-24 赤坂天六ビル4階 
ＴＥＬ：06-6485-5585　ＦＡＸ：06-6485-5586

六三グラフィックス㈱関西営業所（北親支部）
令和元年５月7日から以下に移転
〒531-0072 大阪市北区豊崎2-1-9 Ｇ＆Ｒビル４０１号室 
ＴＥＬ：06-6459-7763　ＦＡＸ：06-6459-7765

【移　　転】



デジタル印刷で世界が変わる。SCREENが変える。
SCREENは、本年も印刷業界の発展を全力で支援してまいります。
デジタル印刷で世界が変わる。SCREENが変える。
SCREENは、本年も印刷業界の発展を全力で支援してまいります。

大阪支店／06（6531）0333
〒550-0011 大阪市西区阿波座二丁目1-1 大阪本町西第一ビルディング5階
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）

天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

レスター工業（株）

中央区糸屋町 2-3-2
TEL.6941-8572
FAX.6941-0781

大 興 印 刷（株）
大阪市中央区常盤町1-2-13
TEL.4794-0086  FAX.4794-0087
神戸ポートアイランド工場
神戸市中央区港島南町 4-6-3
TEL.078-303-3660 
FAX.078-303-3669

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）

東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）

八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）フリーテック

天王寺区寺田町 1-3-8
TEL.6772-3300
FAX.6772-6424

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

速 水 印 刷（株）
北区浪花町12-24
赤坂天六ビル4階
TEL.6485-5585
FAX.6485-5586

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

www.sansei-int.co.jp

〒550-0015
大阪市西区南堀江1-1-14  四ツ橋中埜ビル6階
TEL（06）6532-8811

株式会社サンセイ
四ツ橋オフィス

令和元年度 第1回

開催日時： 18：00～20：00

組合員例会
9月18日［水］

開催場所：大阪新阪急ホテル

主役は
あなた

です！
組合企

業の熱
い期待

、熱い情
熱に

お応え
します

。

お申し込み・お問い合わせ／大印工組事務局 TEL.06-6353-3035




